
　本市は、沖縄県本島中南部の東シナ海に面し、北には北谷町、東には中
城村、北東には北中城村、南東には西原町、南に浦添市と面しています。
　那覇市より北に12km、沖縄市より南に６kmの地点にあり、市内をドーナ
ツ状に国道58号、国道330号、県道宜野湾北中城線、県道34号が通り、
さらに沖縄自動車道の北中城インターチェンジ、西原インターチェンジへも
つなぎが容易な沖縄本島の中部及び北部を結ぶ交通上の重要な地点に位置
しています。

　本市の母体である宜野湾間切は、寛文11（1671）年に首里王府によって
浦添間切から我如古、宜野湾、神山、嘉数、謝名具志川（大山）、大謝名、
宇地泊、喜友名、新城、伊佐の10 村を編入、中城間切から野嵩、普天間、
そして北谷間切から安仁屋をそれぞれ編入し、新設された真志喜を含め14 
村で設立されました。
　明治12（1879）年の廃藩置県後、字宜野湾に中頭役所が置かれ、また
普天間に県立農事試験場が設立されました。さらに中頭郡教育部会がたび
たび宜野湾で開かれるなど、本島中部の政治、経済、教育の中心地として
活気を呈していました。
　第二次世界大戦においては、本市も壊滅的な戦災を被りましたが、野嵩
地域が焼失を免れて、宜野湾以南の戦闘地域の民間人の収容所となり、宜
野湾の戦後復興の中心地となりました。その一方で、戦中から戦後にかけて
市域の主要な部分が米軍基地として接収され、基地のまちとしての性格を強
めました。また、普天間を中心に都市化が進展し、昭和37（1962）年7 月
1 日に市制が施行され、宜野湾市が誕生しました。
　現在、西海岸地域においては、マリーナやビーチをはじめ、コンベンショ
ン施設、大型商業施設やリゾートホテルが立地する観光リゾートエリアとして
の機能も有しており、平成27年に返還された「西普天間住宅地区跡地」では、
琉球大学医学部及び同病院の移設を含め、今後返還される基地跡地利用の
先行モデル地区として、沖縄県内の中核的役割を担う都市として成長発展を
遂げています。

市章は「ギノ」を図案化したも
ので「ギ」で躍進の翼を形どり、
円で湾を表わし、協力の和と
平和を表わす。
（昭和42年６月制定）　
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宜野湾市の沿革

令和 4年３月
宜野湾市長　

松川 正則

　沖縄県の中部と南部の接点に位置す
る本市は、かつて、琉球王国・察度王
の時代、琉球の根（ねたて）と呼ばれ、
政治・経済・文化の中心でした。今日、
発展し続ける西海岸地域をはじめ、開
発が進められる沖縄健康医療拠点を核
とした西普天間住宅地区跡地など、人・
物・情報が国際的な次元で出入りする
宜野湾は、今なお沖縄県の中核的役
割を担う現代の「ねたて」であると言
えます。
　本市では、『人がつながる 未来へつ

なげる ねたてのまち宜野湾』を将来
都市像に掲げ、分野別に定めた6つの
目標を設定しており、実現にあたって
は、持続可能な開発目標（SDGs）の
目指す17の目標と各施策を関連付け
ております。　
令和2年6月には、本市の人口が10万
人に到達し、益々活力と活気に満ち溢
れてきておりますが、市民一人ひとり
が幸せを感じ、宜野湾に住んでよかっ
た「宜野湾がいちばん！」だと実感して
いただけるよう、「都市（まち）づくり、

人づくり、未来づくり」を引き続き進
めてまいります。
　この市勢要覧は、まちづくりの取り
組みや歴史・文化、観光や産業などを
通して宜野湾市の魅力を紹介していま
す。本市への理解と関心を深めていた
だく一冊になれば幸いに存じます。

　沖縄県の中部と南部の接点に位置す
る本市は、かつて、琉球王国・察度王
の時代、琉球の根（ねたて）と呼ばれ、
政治・経済・文化の中心でした。今日、
発展し続ける西海岸地域をはじめ、開
発が進められる沖縄健康医療拠点を核
とした西普天間住宅地区跡地など、人・
物・情報が国際的な次元で出入りする
宜野湾は、今なお沖縄県の中核的役
割を担う現代の「ねたて」であると言
えます。
　本市では、『人がつながる 未来へつ

なげる ねたてのまち宜野湾』を将来
都市像に掲げ、分野別に定めた6つの
目標を設定しており、実現にあたって
は、持続可能な開発目標（SDGs）の
目指す17の目標と各施策を関連付け
ております。　
令和2年6月には、本市の人口が10万
人に到達し、益々活力と活気に満ち溢
れてきておりますが、市民一人ひとり
が幸せを感じ、宜野湾に住んでよかっ
た「宜野湾がいちばん！」だと実感して
いただけるよう、「都市（まち）づくり、

人づくり、未来づくり」を引き続き進
めてまいります。
　この市勢要覧は、まちづくりの取り
組みや歴史・文化、観光や産業などを
通して宜野湾市の魅力を紹介していま
す。本市への理解と関心を深めていた
だく一冊になれば幸いに存じます。

市長メッセージ Message from the Mayor

　The location of Ginowan is the juncture between central 
and southern areas of Okinawa Prefecture. In the time of 
King Satto, during the Kingdom of Ryukyu, the city was at 
the center of politics, economy and culture. It was then 
known as the root (“netate”) of Ryukyu.
　Today, Ginowan is a modern-day "Nétate" and still plays 
a central role in Okinawa Prefecture with people, goods, 
and information coming and going on an international 
scale. The continuously developing west coast area and 
the former West Futenma residential area is being 

developed as the core of the Okinawa Health and Medical 
Center. To realize this vision, the city has set six goals for 
each field and has linked each policy to the 17 goals of 
the Sustainable Development Goals (SDGs).　
　In June of 2020, the city's population reached 100,000. 
It is becoming more and more vibrant and active as the 
city continues to grow. Each one of its citizens feels 
happiness and is glad to live in Ginowan. Having heard 
being said, "Ginowan is the best!” We will continue to 
promote the urban peoples future developments so our 

customers and visitors can feel they are “part of the city”.
　This city handbook is a guide to introduce the charms of 
Ginowan City through its community development efforts, 
history, culture, tourism, and industry. We have the hopes 
that this handbook will deepen your understanding and 
interest in Ginowan City.

March 2022
Mayor of Ginowan City

Masanori Matsukawa
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